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2019年 2月20日　吉田寮自治会

１）「吉田寮の今後のあり方について」を受けての今後のあり方について」を受けて今後のあり方について」を受けての今後のあり方について」を受けてあり方について」を受けて方について」を受けてについて」を受けて」を受けてを受けて受けてけて」を受けて

　2019年 2月 12日、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今について』（以下、本文書において「今以下、本文書において「今において「今今
後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれう）と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいう文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれサイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれし、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ開いてマスコミ向けにこれいてマスコミ向けにこれ向けにこれけにこれ
を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およしました。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今なかで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およの今後のあり方について』（以下、本文書において「今歴史的経緯について大学として配慮すること、およについて大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして配慮すること、およすること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、およ
び安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことの安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今観点からは新棟の居住について問題がないことのからは新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およの今後のあり方について』（以下、本文書において「今居住について問題がないことのについて問題がないことのがないこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今 2点からは新棟の居住について問題がないことのが確認されています。これは、吉されています。これは、吉
田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしてこれまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。してきたこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれが認されています。これは、吉められたと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいうこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、前向けにこれきに評価できます。で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれきます。

　しかし一方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるは「今適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるな管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある」や「今時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今変化と現在の社会的要請の下での責任あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今下で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今責任あるある
自治」を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ名目として、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ個別納入方について』（以下、本文書において「今式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれに変更することや自治会による入退寮選考すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれや自治会による入退寮選考
を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ認されています。これは、吉めないこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいった、新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およ居住について問題がないことの継続希望者に対する新たな条件を一方的に提示してきました。する新たな条件を一方的に提示してきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ一方について』（以下、本文書において「今的に提示してきました。してきました。

　これまで吉田寮自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが吉田寮の今後のあり方について」を受けて自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながは、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながな管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが」を受けて、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが自治」を受けての今後のあり方について」を受けて実現に向けて、試行錯誤しながに向けて、試行錯誤しながけて」を受けて、試行錯誤しながしな管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながが
ら尽力してきました。尽力してきました。して」を受けてきました。しかし、「今今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今」の今後のあり方について』（以下、本文書において「今中で大学当局はその事実について何ら言及してで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるはその今後のあり方について』（以下、本文書において「今事実について何ら言及してについて何ら言及してら言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ及してして
おらず、主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今根拠は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印なる大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今印象でしかありません。このような、事実に基づかない印で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしかあり方について』（以下、本文書において「今ません。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今ような、事実について何ら言及してに基づかない印づかない印
象でしかありません。このような、事実に基づかない印操作で寮自治会を非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ寮自治会を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すしながら一方について』（以下、本文書において「今的に方について』（以下、本文書において「今針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ提示してきました。するあり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今は、健全な学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今内民主主義を否定すを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ否定すす
る執行部の暴走の今後のあり方について」を受けて暴走だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれわざるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれえません。以下で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは、私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちの今後のあり方について』（以下、本文書において「今取り組みを具体的に説明するとともり方について』（以下、本文書において「今組みを具体的に説明するとともみを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ具体的に説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およすると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも
に、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今対する新たな条件を一方的に提示してきました。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。に向けにこれけて、寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしての今後のあり方について』（以下、本文書において「今提案を発表します。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれします。

２）吉田寮の今後のあり方について」を受けての今後のあり方について」を受けてこれまで吉田寮自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながの今後のあり方について」を受けて管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが・運営についてについて」を受けて

2-a) 対話を根幹とした運営を受けて根幹とした運営とした運営について
　吉田寮においては、全寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ構成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。される吉田寮自治会が責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ持って管理・運営を担ってきましって管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある・運営を担ってきましを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ担ってきましってきまし
た。寮運営を担ってきましにあたって私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちは、「今話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今原則」を大切にし、過剰な権力の介入を避け、起き」を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ大切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるにし、過剰な権力の介入を避け、起きな権力の介入を避け、起きの今後のあり方について』（以下、本文書において「今介入を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ避け、起きけ、起きき
た問題がないことのに一人一人が向けにこれき合って解決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限りすること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ目として、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限りしてきました。特に、差別や抑圧を可能な限りに、差別や抑圧を可能な限りを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ可能な限りな限りり方について』（以下、本文書において「今
減らし、学生の学ぶ権利を確保することに向けて努力してきました。らし、学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましの今後のあり方について』（以下、本文書において「今学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今ぶ権利を確保することに向けて努力してきました。権利を確保することに向けて努力してきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ確保することに向けて努力してきました。すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれに向けにこれけて努力の介入を避け、起きしてきました。

2-b) 入寮の今後のあり方について」を受けて募集
　かつて男子学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今部学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまししか住について問題がないことのむこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれきなかった吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今門戸をあらゆる性を持つ学生、多様なを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあらゆる性の観点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ持って管理・運営を担ってきましつ学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし、多様なな
国からやってくる留学生に開いたのも京都大学の執行部ではなく、私たち吉田寮自治会でした。からやってくる留学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましに開いてマスコミ向けにこれいたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今も京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今執行部で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはなく、私たちの取り組みを具体的に説明するとともたち吉田寮自治会で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれした。

　入寮選考については、入寮選考委員会が希望者 1人1人を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ面接し、各々の経済状況など寮を必要し、各々の経済状況など寮を必要の今後のあり方について』（以下、本文書において「今経済状況など寮を必要など寮を必要寮を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ必要
と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれする理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある由を聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れき、合格者を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り定すしてきました。寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましの今後のあり方について』（以下、本文書において「今努力の介入を避け、起きや工夫によって、様々な方を受け入れによって、様な々の経済状況など寮を必要な方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ受け入れけ入れ
て今日に至っています。っています。

2-c) 開かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂を受けて作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂る自治」の実現に向けて、試行錯誤しながための今後のあり方について」を受けて試み、その今後のあり方について」を受けて象徴としての吉田寮食堂として」を受けての今後のあり方について」を受けて吉田寮の今後のあり方について」を受けて食堂
　さらに私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちは福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしての今後のあり方について』（以下、本文書において「今吉田寮だけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてや世界に開かれた吉田寮としてに開いてマスコミ向けにこれかれた吉田寮と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして
の今後のあり方について』（以下、本文書において「今運営を担ってきましにも取り組みを具体的に説明するとともり方について』（以下、本文書において「今組みを具体的に説明するとともんで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれきました。後のあり方について』（以下、本文書において「今述する吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いする吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ起き点からは新棟の居住について問題がないことのに、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ地域や世界に開かれた吉田寮としての今後のあり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今々の経済状況など寮を必要と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ手を取り合いを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ取り組みを具体的に説明するとともり方について』（以下、本文書において「今合い、
ライブ、演劇、マーケット上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれやシンポジウムほかにも様々な文化的諸活動の場を作り上げてきましたほかにも様な々の経済状況など寮を必要な文化と現在の社会的要請の下での責任ある的諸活動の場を作り上げてきましたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今場を作り上げてきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ作で寮自治会を非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すり方について』（以下、本文書において「今上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれげてきました。



昨年からは、吉田寮現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およの今後のあり方について』（以下、本文書において「今歴史的文化と現在の社会的要請の下での責任ある的価できます。値への理解を深めるため市民に向けた見学会を始めたほへの今後のあり方について』（以下、本文書において「今理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある解を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ深めるため市民に向けた見学会を始めたほめるため市民に向けにこれけた見を開いてマスコミ向けにこれ学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今会を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ始めたほめたほ
か昨年9月には、吉田寮現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およの今後のあり方について』（以下、本文書において「今保することに向けて努力してきました。存活用、再生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましプランを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ検討するシンポジウムを開催しました。するシンポジウムほかにも様々な文化的諸活動の場を作り上げてきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ開いてマスコミ向けにこれ催しました。しました。

「今今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今」で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは2015年に補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。した吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いも、使用禁止の対象とされています。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今対する新たな条件を一方的に提示してきました。象でしかありません。このような、事実に基づかない印と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれされています。
食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いは、1986年の今後のあり方について』（以下、本文書において「今炊フの配置転換により、給食機能を失いました。その代わり、使用者会議で寮フの配置転換により、給食機能を失いました。その代わり、使用者会議で寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今配置転換により、給食機能を失いました。その代わり、使用者会議で寮により方について』（以下、本文書において「今、給食機能な限りを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ失いました。その代わり、使用者会議で寮いました。その今後のあり方について』（以下、本文書において「今代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるわり方について』（以下、本文書において「今、使用者会議で寮で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ寮
生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし・寮外生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましが話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いながら、イベント上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれスペースと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして運営を担ってきましし、これまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ様な々の経済状況など寮を必要な表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ現活動の場を作り上げてきましたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今拠は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印点からは新棟の居住について問題がないことのと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ
なってきました。現在の社会的要請の下での責任あるで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは京都における、重要な文化と現在の社会的要請の下での責任ある活動の場を作り上げてきました・芸術活動の場を作り上げてきましたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今一拠は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印点からは新棟の居住について問題がないことのと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれなっています。現
に、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。する「今退去期限り」以後のあり方について』（以下、本文書において「今も活発にイベント上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれが開いてマスコミ向けにこれかれ、多くの今後のあり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今に足を運んでもを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ運んで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも
らっています。以上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれから、吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いは、京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今「今基づかない印本理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある念」に掲げられた、「地域の社会」に掲げられた、「地域の社会げられた、「今地域や世界に開かれた吉田寮としての今後のあり方について』（以下、本文書において「今社会
と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今連携を強める」こと、「国際交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ強める」こと、「国際交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。める」こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、「今国からやってくる留学生に開いたのも京都大学の執行部ではなく、私たち吉田寮自治会でした。際交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ深めるため市民に向けた見学会を始めたほめる」こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今実について何ら言及して践の現場であると考えています。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今現場を作り上げてきましたで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ考えています。

2-d)その今後のあり方について」を受けて他の取り組みの今後のあり方について」を受けて取り組みり方について」を受けて組みみ
　他にも吉田寮では、より良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行にも吉田寮で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは、より方について』（以下、本文書において「今良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行いあり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ志向けにこれして、様な々の経済状況など寮を必要な問題がないことの提起きや試みが寮生や使用者により行みが寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましや使用者により方について』（以下、本文書において「今行
われてきました。例えば、大学を筆頭とする公共施設には通常女／男別のトイレしかないために、えば、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ筆頭とする公共施設には通常女／男別のトイレしかないために、と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれする公共施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてには通常女／男別の今後のあり方について』（以下、本文書において「今ト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれイレしかないために、しかないために、
ト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれイレしかないために、を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ使う時に、自分の望まない性のあり方を強要されたり、そのためにトイレを我慢しなけれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今望まない性の観点からは新棟の居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ強める」こと、「国際交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。要されたり方について』（以下、本文書において「今、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今ためにト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれイレしかないために、を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ我慢しなけれしなけれ
ばいけないと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいう問題がないことのがあり方について』（以下、本文書において「今ます。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれから、吉田寮新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ建設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてする際には、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし間の話し合の今後のあり方について』（以下、本文書において「今話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合
いにより方について』（以下、本文書において「今、寮内ト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれイレしかないために、の今後のあり方について』（以下、本文書において「今オールジェンダー（以下、本文書において「今性の観点からは新棟の居住について問題がないことの不問・完全個室）化と現在の社会的要請の下での責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ図ることとしました。また、ること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしました。また、
日本語を得意とする人とそうでない人との情報格差を埋めることを目的とした「言語支援局」を設を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ得意と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれする人と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれそうで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれない人と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今情報格差を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ埋めることを目的とした「言語支援局」を設めること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ目として、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考的と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれした「今言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ語を得意とする人とそうでない人との情報格差を埋めることを目的とした「言語支援局」を設支援局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある」を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮として
立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。し、ビラ・資料の今後のあり方について』（以下、本文書において「今多言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ語を得意とする人とそうでない人との情報格差を埋めることを目的とした「言語支援局」を設化と現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今試みが寮生や使用者により行みを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ行ってきました。

2-e)居住管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながに関してして」を受けて
　「今今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今」で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは、居住について問題がないことの実について何ら言及して態の管理についても言及がありました。この点については、これの今後のあり方について』（以下、本文書において「今管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるについても言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ及してがあり方について』（以下、本文書において「今ました。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今点からは新棟の居住について問題がないことのについては、これ
まで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは入寮選考委員会が部屋割りを作成し、居住の実態まで含めて適切に把握をしてきました。り方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ作で寮自治会を非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定す成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し、居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今実について何ら言及して態の管理についても言及がありました。この点については、これまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ含めて適切に把握をしてきました。めて適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるに把握をしてきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしてきました。

　居住について問題がないことの実について何ら言及して態の管理についても言及がありました。この点については、これの今後のあり方について』（以下、本文書において「今把握をしてきました。にあたっては、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし個人の今後のあり方について』（以下、本文書において「今プライバシーには極力の介入を避け、起き配慮すること、およしています。また、相部屋
制度や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害スペースの今後のあり方について』（以下、本文書において「今確保することに向けて努力してきました。など寮を必要で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害の今後のあり方について』（以下、本文書において「今見を開いてマスコミ向けにこれえる関係性の観点からは新棟の居住について問題がないことのがあること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれによって、災害
時に協力の介入を避け、起きして対する新たな条件を一方的に提示してきました。応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。したり方について』（以下、本文書において「今、孤立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ防いだりしてきた面があります。いだり方について』（以下、本文書において「今してきた面があり方について』（以下、本文書において「今ます。

　京大当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるは、職員の今後のあり方について』（以下、本文書において「今立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。ち入り方について』（以下、本文書において「今が拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明まれているかの今後のあり方について』（以下、本文書において「今ような書において「今き方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしています。しかし、これは明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およ
らかな事実について何ら言及して誤認されています。これは、吉もしくは印象でしかありません。このような、事実に基づかない印操作で寮自治会を非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれす。まず、前提と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして寮は生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし活空間の話し合で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれすの今後のあり方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、職員と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいえど寮を必要不
必要に部屋に立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。ち入ること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは好ましいことではありません。また、寮内で起こる生活上の問題などましいこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはあり方について』（以下、本文書において「今ません。また、寮内で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ起きこる生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし活上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今問題がないことのなど寮を必要
は職員の今後のあり方について』（以下、本文書において「今立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。ち入り方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ解決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限りするわけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれもあり方について』（以下、本文書において「今ません。それで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも、職員が立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。ち入り方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今必要性の観点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およすれ
ば、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましが立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。ち入り方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ妨害すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはあり方について』（以下、本文書において「今ませんで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれした。現に、消防いだりしてきた面があります。設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮として備点からは新棟の居住について問題がないことの検や設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮として備補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今際には、
業者が寮内に立し、ビラ・資料の多言語化の試みを行ってきました。ち入ること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれがあり方について』（以下、本文書において「今ました。

2-f)まとめ
　この今後のあり方について』（以下、本文書において「今ように、吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今運営を担ってきましは、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ中で大学当局はその事実について何ら言及して心とした当事者が主体的に試行錯誤をしながら担ってきと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれした当事者が主体的に試みが寮生や使用者により行行錯誤を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしながら担ってきましってき
ました。もちろん、すべての今後のあり方について』（以下、本文書において「今活動の場を作り上げてきましたがうまくいったわけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも、すべてが正しかったわけでもないと思しかったわけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれもないと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ思
います。ただ、これらの今後のあり方について』（以下、本文書において「今取り組みを具体的に説明するとともり方について』（以下、本文書において「今組みを具体的に説明するとともみが長い歴史を積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があるこい歴史を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があるこみ重ね、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今延長い歴史を積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があるこに現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちの今後のあり方について』（以下、本文書において「今自治があるこ
と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは、この今後のあり方について』（以下、本文書において「今社会において少なからず意義があることだと考えています。なからず意義を否定すがあること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれだと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ考えています。



３）私たちが残したいものたちが残したいものしたいもの今後のあり方について」を受けて

　私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちは、経済的困難をはじめとする様々な事情を抱えた学生の福利厚生施設を受けてはじめとする自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが様々な事情を抱えた学生の福利厚生施設な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが事情を抱えた学生の福利厚生施設を受けて抱えた学生の福利厚生施設えた学生の福利厚生施設の今後のあり方について」を受けて福利厚生の福利厚生施設施設と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしての今後のあり方について』（以下、本文書において「今吉田寮、
また豊かな自治が行われ多様な人が集い交わるこの場かな自治が行われ多様な人が集い交わるこの場自治が行われ多様な人が集い交わるこの場が行われ多様な人が集い交わるこの場行われ多様な人が集い交わるこの場われ多様な人が集い交わるこの場多様な人が集い交わるこの場な自治が行われ多様な人が集い交わるこの場人が集い交わるこの場が行われ多様な人が集い交わるこの場集い交わるこの場い交わるこの場交わるこの場わるこの場場を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、吉田寮の今後のあり方について」を受けて現に向けて、試行錯誤しなが棟の歴史的な価値の今後のあり方について」を受けて歴史的な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが価値と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれもに後のあり方について』（以下、本文書において「今世
に残していきたいと思っています。そしてそういった吉田寮の存在意義を保ち続けるために、寮生していきたいと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ思っています。そしてそういった吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今存在の社会的要請の下での責任ある意義を否定すを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ保することに向けて努力してきました。ち続けるために、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし
自らが最適な寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今運営を担ってきましを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ主体的に決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り定すするための今後のあり方について』（以下、本文書において「今機関と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしての今後のあり方について』（以下、本文書において「今寮の今後のあり方について」を受けて自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながが、必要不可欠であると考で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ考
えます。

　吉田寮はいかなる場を作り上げてきました所であるべきか。吉田寮は、京大で学ぶ人の権利を保障するための福利厚生で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあるべきか。吉田寮は、京大で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今ぶ権利を確保することに向けて努力してきました。人の今後のあり方について』（以下、本文書において「今権利を確保することに向けて努力してきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ保することに向けて努力してきました。障するための福利厚生するための今後のあり方について』（以下、本文書において「今福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし
施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれうまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれもなく、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今他にも吉田寮では、より良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし、そうで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれない学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし、教職員、地域や世界に開かれた吉田寮としての今後のあり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今など寮を必要、
様な々の経済状況など寮を必要な人が集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役い、交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害し新たな文化と現在の社会的要請の下での責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ創造するパブリックスペースとして一定の役するパブリックスペースと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして一定すの今後のあり方について』（以下、本文書において「今役
割りを作成し、居住の実態まで含めて適切に把握をしてきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ果たしてきました。このようなあり方をこそ、残していくべきだと私たちは考えています。こたしてきました。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今ようなあり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれこそ、残していきたいと思っています。そしてそういった吉田寮の存在意義を保ち続けるために、寮生していくべきだと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちは考えています。こ
れは、京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今「今基づかない印本理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある念」に掲げられた、「地域の社会」に掲げられた、「地域の社会げられているような「開かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂かれた大学」を受けてと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいう理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある想に沿うものでしょに沿うものでしょうもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしょ
う。こうした理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある想に沿うものでしょの今後のあり方について』（以下、本文書において「今実について何ら言及して現の今後のあり方について』（以下、本文書において「今ために、吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限りめていく過程において、実際に関わにおいて、実について何ら言及して際に関わ
る当事者の今後のあり方について』（以下、本文書において「今意見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ尊重してほしいと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ願っています。現執行部の進める方策は、寮生を「無責任」だっています。現執行部の今後のあり方について』（以下、本文書において「今進める方策は、寮生を「無責任」だめる方について』（以下、本文書において「今策は、寮生を「無責任」だは、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ「今無責任ある」だ
と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すこそしても、この今後のあり方について』（以下、本文書において「今場を作り上げてきました所であるべきか。吉田寮は、京大で学ぶ人の権利を保障するための福利厚生にど寮を必要の今後のあり方について』（以下、本文書において「今ような価できます。値への理解を深めるため市民に向けた見学会を始めたほを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ見を開いてマスコミ向けにこれ出し、今後どのように運営していきたいのか、し、今後のあり方について』（以下、本文書において「今ど寮を必要の今後のあり方について』（以下、本文書において「今ように運営を担ってきまししていきたいの今後のあり方について』（以下、本文書において「今か、
ビジョンに乏しいと言わざるをえません。しいと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれわざるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれえません。

４）大学執行部の暴走との今後のあり方について」を受けて信頼関して係回復に向けてに向けて、試行錯誤しながけて」を受けて

　円滑な寮運営には、大学当局との信頼関係が不可欠であることは確かです。従来は、大学の責任な寮運営を担ってきましには、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今信頼関係が不可欠であると考で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは確かで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれす。従来は、大学の責任は、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今責任ある
者と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ共に議で寮論し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしど寮を必要ころを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ見を開いてマスコミ向けにこれつけて手を取り合いを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ取り組みを具体的に説明するとともり方について』（以下、本文書において「今合いそれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ実について何ら言及して現してきました。吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今補
修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。や新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およ建設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としては、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今信頼関係の今後のあり方について』（以下、本文書において「今大きな成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。果たしてきました。このようなあり方をこそ、残していくべきだと私たちは考えています。こで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれす。これは、寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今その今後のあり方について』（以下、本文書において「今時々の経済状況など寮を必要の今後のあり方について』（以下、本文書において「今役職者が、
と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれもに「対話を根幹とした運営」を受けてを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ尊重してきたからこそで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれす。

　しかしここ数年、と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれり方について』（以下、本文書において「今わけ現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今寮関係の今後のあり方について』（以下、本文書において「今責任ある者で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれある川添理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある事就任ある以降はそれがうまく機能しはそれがうまく機能な限りし
なくなっています。従来は、大学の責任行われてきた建設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮として的な話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今場を作り上げてきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ持って管理・運営を担ってきましつこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明絶され、歴代の大学責され、歴代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今責
任ある者と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今合意事項をまとめた書面である確約書は一方的に無効とされています。具体的な議論もなを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれまと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれめた書において「今面で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれある確約書において「今は一方について』（以下、本文書において「今的に無効とされています。具体的な議論もなと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれされています。具体的な議で寮論し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補もな
く一方について』（以下、本文書において「今的に確約書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ無効とされています。具体的な議論もなだと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。する現理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある事の今後のあり方について』（以下、本文書において「今姿勢は、これまでの役職者がその時々判断を下しては、これまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今役職者がその今後のあり方について』（以下、本文書において「今時々の経済状況など寮を必要判断を下してを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ下して
署名してきたと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいう事実について何ら言及してを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ著しく軽視したものであると考えます。しく軽視したものであると考えます。したもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ考えます。

　一方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、寮自治会は現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今信頼関係の今後のあり方について』（以下、本文書において「今破壊の責任がすべて大学の執行部および川添理事にあるとの今後のあり方について』（以下、本文書において「今責任あるがすべて大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今執行部および安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことの川添理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある事にあると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ
は考えていません。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ合意に至っています。らなかった場を作り上げてきました合、一方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今みに責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ押し付けることは適切し付けることは適切けること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある
で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはなく、寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしても自らの今後のあり方について』（以下、本文書において「今責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ重く受け入れけ止の対象とされています。めています。

　しかし、入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ一方について』（以下、本文書において「今的に「今無責任ある」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すされること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれには疑問を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ感じます。現棟の老朽化にじます。現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およの今後のあり方について』（以下、本文書において「今老朽化と現在の社会的要請の下での責任あるに
ついては、居住について問題がないことのしている私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちこそ、と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれても憂慮すること、およしており方について』（以下、本文書において「今、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今対する新たな条件を一方的に提示してきました。策は、寮生を「無責任」だを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ 30年以上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも前から求めてめて
きました。と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれころが、これらに真摯な対応がなされることがなく、今後の老朽化対策案についてもな対する新たな条件を一方的に提示してきました。応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。がなされること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれがなく、今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今老朽化と現在の社会的要請の下での責任ある対する新たな条件を一方的に提示してきました。策は、寮生を「無責任」だ案を発表します。についても
何ら言及してら明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およ示してきました。しないまま、「今募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役停止の対象とされています。要請の下での責任ある」は出し、今後どのように運営していきたいのか、されました。要請の下での責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ受け入れけて、寮自治会からは、内部で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ
議で寮論し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があるこみ重ね、「今話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ合意がなされれば部分の望まない性のあり方を強要されたり、そのためにトイレを我慢しなけれ的に退去する用意もある」こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるに
対する新たな条件を一方的に提示してきました。して説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およしてきました。さらに自治会が譲歩を重ね大学の提示する条件（参加者を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ重ね大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今提示してきました。する条件を一方的に提示してきました。（以下、本文書において「今参加者 10名まで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ、傍
聴不可、時間の話し合を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ2時間の話し合の今後のあり方について』（以下、本文書において「今みと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれし途中で大学当局はその事実について何ら言及してで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ打ち切りも可能にするなどの多くの制限）を受け入れ、行わち切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるり方について』（以下、本文書において「今も可能な限りにするなど寮を必要の今後のあり方について』（以下、本文書において「今多くの今後のあり方について』（以下、本文書において「今制限り）を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ受け入れけ入れ、行わ



れた二度や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害の今後のあり方について』（以下、本文書において「今話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今中で大学当局はその事実について何ら言及してで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは、こちらからは、さらに具体化と現在の社会的要請の下での責任あるした補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。案を発表します。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ提示してきました。しました。しかし、
川添理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある事は「今意見を開いてマスコミ向けにこれは聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れくが合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。はするつもり方について』（以下、本文書において「今はない」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれい放ち、こちらの案への応答を拒否ち、こちらの今後のあり方について』（以下、本文書において「今案を発表します。への今後のあり方について』（以下、本文書において「今応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。答を拒否を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明否
し、こちらからの今後のあり方について』（以下、本文書において「今説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれさえぎる形で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ恫喝するなど、話し合いの前提を崩しました。理事がいまだするなど寮を必要、話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今前提を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ崩しました。理事がいまだしました。理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある事がいまだ
に恫喝するなど、話し合いの前提を崩しました。理事がいまだと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいうハラスメント上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ行為について、謝罪を拒み続けていることからも、当事者に対して真摯について、謝罪を拒み続けていることからも、当事者に対して真摯を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明み続けていること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれからも、当事者に対する新たな条件を一方的に提示してきました。して真摯な対応がなされることがなく、今後の老朽化対策案についても
に向けにこれき合い合意を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。する意思がないように思われます。

　入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役については、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるが募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役停止の対象とされています。要請の下での責任あるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ喧伝する中でも数十人の入寮希望者が毎年ありする中で大学当局はその事実について何ら言及してで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも数十人の今後のあり方について』（以下、本文書において「今入寮希望者が毎年あり方について』（以下、本文書において「今
ました。しかし募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役停止の対象とされています。要請の下での責任あるが一方について』（以下、本文書において「今的なもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあったと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしても、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今要請の下での責任あるに逆らったことにらったこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれに
問題がないことのが全く無かったと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは思いません。しかし、それだけ寮を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ必要と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれする学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましが毎年おり方について』（以下、本文書において「今、今もいる
と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいう事実について何ら言及しては、真摯な対応がなされることがなく、今後の老朽化対策案についてもに受け入れけ止の対象とされています。められるべきで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはないで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしょうか。吉田寮への今後のあり方について』（以下、本文書において「今入寮を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ求めてめる学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましの今後のあり方について』（以下、本文書において「今中で大学当局はその事実について何ら言及して
には、学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考、生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし活費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考の今後のあり方について』（以下、本文書において「今全額を自ら支弁しなければならない苦学生や、学位課程の学生とさほど変わを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ自ら支弁しなければならない苦学生や、学位課程の学生とさほど変わしなければならない苦学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましや、学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今位課程において、実際に関わの今後のあり方について』（以下、本文書において「今学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれさほど寮を必要変わ
らぬ学費を納入しなければならないにも関わらず、大学からの授業料減免をはじめとする経済支援学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ納入しなければならないにも関わらず、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今からの今後のあり方について』（以下、本文書において「今授業料減らし、学生の学ぶ権利を確保することに向けて努力してきました。免をはじめとする経済支援を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはじめと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれする経済支援
を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ受け入れけられない種別の今後のあり方について』（以下、本文書において「今、いわゆる非正しかったわけでもないと思規学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましなど寮を必要、吉田寮に入寮で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれきなければ京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今における学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今
習・研究を諦めざるを得ない者も多数います。吉田寮自治会として、京都大学の福利厚生施設を必を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ諦めざるを得ない者も多数います。吉田寮自治会として、京都大学の福利厚生施設を必めざるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ得ない者も多数います。吉田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ必
要と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしている人々の経済状況など寮を必要に応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。えること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれも、大事な責務であったと私たちは考えています。で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあったと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちは考えています。

５）吉田寮の今後のあり方について」を受けて自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながから尽力してきました。の今後のあり方について」を受けて提案

　自治の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今については、一方について』（以下、本文書において「今的な通告ではなく対話によって合意が図られるべきものだと私たで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはなく対する新たな条件を一方的に提示してきました。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。によって合意が図ることとしました。また、られるべきもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ私たちの取り組みを具体的に説明するとともた
ち寮自治会は考えます。大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今執行部が独断を下してで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り定すし、当事者と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今合意なく決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り定すした方について』（以下、本文書において「今針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すが押し付けることは適切し付けることは適切け
られるだけの今後のあり方について』（以下、本文書において「今今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今あり方について』（以下、本文書において「今方について』（以下、本文書において「今は適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれは言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれえません。今回京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今が新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およ居住について問題がないことのに際して提示してきました。した現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およお
よび安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことの食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いからの今後のあり方について』（以下、本文書において「今退去、新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今居住について問題がないことの継続に関する、入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役停止の対象とされています。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ含めて適切に把握をしてきました。めた 6条件を一方的に提示してきました。はあまり方について』（以下、本文書において「今に唐突でで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ
あり方について』（以下、本文書において「今、福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきまし施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮として及してび安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことの自治寮と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれしての今後のあり方について』（以下、本文書において「今吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今質を大きく損なうものだと考えています。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ大きく損なうものだと考えています。なうもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ考えています。

　しかし同時に吉田寮自治会は、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今執行部が提示してきました。した条件を一方的に提示してきました。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今全てを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ否定すすること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはしません。破
壊の責任がすべて大学の執行部および川添理事にあるとされた信頼関係回復の事始め、大学の執行部と吉田寮自治会が手を取り合いより良い京都大学をの今後のあり方について』（以下、本文書において「今事始めたほめ、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今執行部と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ吉田寮自治会が手を取り合いを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ取り組みを具体的に説明するとともり方について』（以下、本文書において「今合いより方について』（以下、本文書において「今良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行い京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ
作で寮自治会を非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定すっていく第一歩を重ね大学の提示する条件（参加者と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれして、

　１．安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今担ってきまし保することに向けて努力してきました。されている吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今継続使用

　２．清掃や点検といった吉田寮自治会による従来通りの現棟の維持・管理や点からは新棟の居住について問題がないことの検と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいった吉田寮自治会による従来は、大学の責任通り方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およの今後のあり方について』（以下、本文書において「今維持って管理・運営を担ってきまし・管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある

上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ記の今後のあり方について』（以下、本文書において「今二点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ合意で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれきるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれあれば、安全確保に向け五月末をめどとした現棟の居住取りやめを行に向けて、試行錯誤しながけ五月末をめどとした現棟の居住取りやめを行を受けてめどとした現に向けて、試行錯誤しなが棟の歴史的な価値の今後のあり方について」を受けて居住取り組みり方について」を受けてやめを受けて行
うこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およします。

　なお、2019年度や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害春季入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役に関しては現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およへの今後のあり方について』（以下、本文書において「今募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれり方について』（以下、本文書において「今やめ、安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことのが十分の望まない性のあり方を強要されたり、そのためにトイレを我慢しなけれに保することに向けて努力してきました。障するための福利厚生されて
いる新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およに限り定すして通常の今後のあり方について』（以下、本文書において「今日程において、実際に関わで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ行います。　

　そして吉田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、およ老朽化と現在の社会的要請の下での責任ある対する新たな条件を一方的に提示してきました。策は、寮生を「無責任」だを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはじめと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれする種々の経済状況など寮を必要の今後のあり方について』（以下、本文書において「今議で寮題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今建設的な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しなが対話を根幹とした運営の今後のあり方について」を受けて再開かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ求めてめ
ます。私たちの取り組みを具体的に説明するとともたちは、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今が法的手を取り合い段によってではなく、吉田寮自治会との対話によってこの問題によってで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれはなく、吉田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれの今後のあり方について』（以下、本文書において「今対する新たな条件を一方的に提示してきました。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。によってこの今後のあり方について』（以下、本文書において「今問題がないことの
を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ解決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限りで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれきると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ信じています。大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今執行部が、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今「今基づかない印本理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある念」に掲げられた、「地域の社会」にも掲げられた、「地域の社会げている「今自由を聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れの今後のあり方について』（以下、本文書において「今学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今
風」「自由と調和」といった観点を尊重して判断をされることを切に望みます。」「今自由を聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ調和」といった観点を尊重して判断をされることを切に望みます。」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれいった観点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ尊重して判断を下してを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれされること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれ切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任あるに望みます。
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